
第４回 検討委員会
上下水道料金の改定（案）について

令和８年５月２９日（金）

時間 午前１０時００分～

場所 市危機管理センター１階会議室



第４回 検討委員会

「上下水道料金の改定（案）について」

１ 前回（第３回検討委員会）の振り返り

２ 料金改定に合わせて進める取り組み

３ 改定案（改定率、改定時期）

４ 各改定案の料金/経費回収率（水道/下水道）

５ 各改定案の増額料金

６ 料金改定案の決定

７ 今後の予定
令和８年５月２９日
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１ 前回（第３回検討委員会）の振り返り

① 料金改定のスケジュール
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済

令和7年8月29日
上下水道事業の概要、
公営企業の課題

令和7年10月30日
料金体系について決定
大口利用者への対応
市民への周知方法

令和8年1月29日
料金改定時期、
改定率の絞り込み

第３回の積み残し確認
改定時期、改定率決定



改定率を水道9.1％、10％、下水道20％、25％で、それぞれのシナリオでシミュレー
ションを行い、回収率や市民負担増加の状況を踏まえて改定案を審議しました

② 要約

１ 前回（第３回検討委員会）の振り返り
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審議内容

水道は従来想定の9.1%改定では料金回収率が８０％を下回る見込みとなり、下
水道は経費回収率を１００％に届かせるため、委員会では上下水道とも２０％
前後の改定が有力な選択肢として議論されました

改定率

委員からは、災害時の断水やトイレ機能停止を防ぐ備え、液状化や下水道事故
への対応、民営簡易水道統合による防災力向上の重要性が指摘され、料金改定
は安全・安心な生活基盤を守る先行投資との考えが示されました

安全･安心への投資

物価上昇や施設更新、耐震化、防災対応に必要な財源を確保し、将来世代への
負担先送りや後年の急激な値上げを避ける観点から、上下水道料金の改定はや
むを得ないとの認識が概ね共有されました

料金改定の認識

第４回委員会(今回の委員会)は令和８年５月開催予定で、改定率と改定時期の
結論を得る方針。議会には検討状況や委員意見を報告予定で、また、水道基本
料金減免は契約者全員を対象に計６か月分実施する方向とされました

次回委員会に向けて



耐震化 施

設更新

22.0 億円

43.2%

石綿管更新

2.9 億円

5.8%

統合整備

13.8 億円

27.2%

再整備

12.2 億円

23.8%

水道事業の事業費比率（５年間）

R8～12

事業費計

51億円

① 水道事業の中期計画（５か年：令和８～１２年）
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２ 料金改定に合わせて進める取り組み

耐震化及び施設更新を中心に、松任・
美川・鶴来の各地域における管路及び施
設の計画的な更新・強靭化を実施します。
また、松任地域では簡易水道の統合整

備、白山ろく地域では再整備を行い、施
設の最適化を図ります。

（単位：百万円）
事業名 対策 令和８年度 令和９年度 令和10年度 令和11年度 令和12年度 計(5年間)

耐震化･施設更新
(松任･美川･鶴来)

安定供給
効率化 283.7 422.6 159.2 631.2 706.2 2,202.9

石綿管更新
(鶴来地域)

安定供給
健康対策 70.0 80.0 40.8 60.0 43.5 294.3

統合整備
(松任地域)

最適化
効率化 108.5 178.0 344.6 397.6 356.0 1,384.7

再整備
(白山ろく地域)

最適化
効率化 135.0 250.0 400.0 230.0 200.0 1,215.0

計 597.2 930.6 944.6 1,318.8 1,305.7 5,096.9
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（百万円）

水道事業の中期計画（事業費）
耐震化･施設更新

(松任･美川･鶴来)

石綿管更新

(鶴来地域)

統合整備

(松任地域)

再整備

(白山ろく地域)

計



管路新設

9.2 億円

12.9%
統廃合

5.5 億円

7.7%

ストックマネジ

メント

50.8 億円

71.4%

耐震化

2.0億円

2.8%

雨水対策

3.7億円

5.2%

下水道事業の事業費比率（５年間）

R8～12

事業費計

71億円

② 下水道事業の中期計画（５か年：令和８～１２年）
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２ 料金改定に合わせて進める取り組み

老朽化が進む施設への対策として、ス
トックマネジメント計画に基づき、予防
保全型の改修・更新を市全域で実施しま
す。あわせて、施設の統廃合による効率
化、管路の新設による普及促進、耐震化
対策を総合的に推進します。

（単位：百万円）
事業名 対策 令和８年度 令和９年度 令和10年度 令和11年度 令和12年度 計(5年間)

管路新設
(松任･美川)

普及促進
環境整備 200.0 180.0 180.0 180.0 180.0 920.0

統廃合
(市全域)

最適化
効率化 108.0 100.0 110.0 110.0 120.0 548.0

ストックマネジメント

(市全域)
安定処理
効率化 835.6 859.6 1,768.5 589.3 1,031.2 5,084.2

耐震化
(市全域)

ﾘｽｸ対策
安定処理 40.0 40.0 40.0 40.0 40.0 200.0

雨水対策
(市全域)

浸水防止
防災対策 117.0 63.0 63.0 63.0 63.0 369.0

計 1,300.6 1,242.6 2,161.5 982.3 1,434.2 7,121.2
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下水道事業の中期計画（事業費）
管路新設

(松任･美川)

統廃合

(市全域)

ストックマネジメント

(市全域)

耐震化

(市全域)

雨水対策

(市全域)

計



① 改定率

３ 改定案（改定率、改定時期）
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●第３回検討委員会における改定率 → ●第４回検討委員会（今回）【改定時期の検討】
ケース１：水道９.1％、下水道２０％ → 回収率の改善が見込めないことから検討なし
ケース２：水道１０％、下水道２０％ → 同上
ケース３：水道２０％、下水道２０％ → 改定時期を複数パターン追加し検討を進める
ケース４：水道２０％、下水道２５％ → 同上

R8 R9 R10 R11 R12

上水･簡水 現行料金 → 基本・従量料金9.1%改定 → →

下水 現行料金 基本のみ20%改定 → → 従量のみ20%改定

上水･簡水 現行料金 → 基本・従量料金10%改定 → →

下水 現行料金 基本のみ20%改定 → → 従量のみ20%改定

上水･簡水 現行料金 → 基本・従量料金20%改定 → →

下水 現行料金 基本のみ20%改定 → → 従量のみ20%改定

上水･簡水 現行料金 → 基本・従量料金20%改定 → →

下水 現行料金 基本のみ25%改定 → → 従量のみ25%改定

ケース１

ケース２

ケース３

ケース４

第３回委員会で
ケース３、４の
改定率で検討を
進める方針とな
りました。



② 改定時期

３ 改定案（改定率、改定時期）
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ケース３、４ 共通の改定時期（案）を作成

案１：令和９年度に下水（基本のみ)、令和10年度に水道（基本･従量の両方)、令和12年度に下水（従量のみ）※当初案/激変緩和

案２：令和９年度に下水（基本･従量の両方)、令和10年度に水道(基本･従量の両方) ※中間案

案３：令和９年度に水道･下水同時（基本･従量の両方）※早期効果/段階的措置なし

Ｒ９ Ｒ１０ Ｒ１１ Ｒ１２ 摘要

案１
<下水>

基本のみ20％
<水道>

基本･従量20％
－

<下水>
従量のみ20％

期間内に３回改定/当初案
(段階的措置、激変緩和)

案２
<下水>

基本･従量20％
<水道>

基本･従量20％
－ －

期間内に２回改定
(中間案)

案３
<水道>基本･従量20％
<下水>基本･従量20％

－ － －
期間内に１回のみ改定

(段階的措置なし)

Ｒ９ Ｒ１０ Ｒ１１ Ｒ１２ 摘要

案１
<下水>

基本のみ25％
<水道>

基本･従量20％
－

<下水>
従量のみ25％

期間内に３回改定/当初案
(段階的措置、激変緩和)

案２
<下水>

基本･従量25％
<水道>

基本･従量20％
－ －

期間内に２回改定
(中間案)

案３
<水道>基本･従量20％
<下水>基本･従量25％

－ － －
期間内に１回のみ改定

(段階的措置なし)

ケース３

改定率
水道20％
下水20％

区　分

区　分

ケース４

改定率
水道20％
下水25％



① 水道の料金回収率

４ 各改定案の料金/経費回収率（水道/下水道）
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青破線/案１、２：令和１０～１１年度において料金回収率９０％を維持
緑破線/案３ ：令和 ９～１１年度において料金回収率９０％を維持

93.8%

76.9%

87.2%

78.6% 78.1% 77.2% 76.8% 76.4%
77.2%

91.2% 90.7%

78.1%
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90.0%

100.0%
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料金回収率 黒実線：現行の料金体系

青破線：案１、２（R10に基本･従量20％up）、緑破線：案３（R9に基本･従量20％up）



② 下水道の経費回収率

４ 各改定案の料金/経費回収率（水道/下水道）
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使用料２０％改定の場合(青破線/案１) ：令和１２～１５年度において経費回収率100％を維持
〃 (緑破線/案２,３)：令和 ９～１５年度において経費回収率100％を維持

使用料２５％改定の場合(赤破線/案１) ：令和１２～２０年度において経費回収率100％を維持
〃 (桃破線/案２,３)：令和 ９～２０年度において経費回収率100％を維持
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94.0%

89.2% 89.1%

110.7%
109.8%

108.6%
107.4%

106.5%
105.7%

104.9%
104.0%

103.2%
102.4%

101.6%
100.8%

94.0%

89.2% 89.1%

96.7% 95.9%
94.9%

107.4%
106.5%

105.7%
104.9%

104.0%
103.2%

102.4%
101.6%

100.8%

94.0%

89.2% 89.1%

106.3%
105.4%

104.3%
103.1%

102.2% 101.5%
100.6%

99.8%
99.1% 98.3% 97.5% 96.7%

94.0%
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経費回収率

黒実線：現行の料金体系

青破線：案１(20％案)：R9に基本20％、R12に従量20％up、緑破線：案２、３（20％案）：R9に基本と従量を同時に20％up

赤破線：案１(25％案)：R9に基本25％、R12に従量25％up、桃破線：案２、３（25％案）：R9に基本と従量を同時に25％up



①-1 水道、下水道の料金改定による増額料金（下水道２０％改定の場合）

５ 各改定案の増額料金
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各案の色の濃い部分が増額料金（税込）
●水道 案１,２：令和１０年度に ３８９円の増額となり、以降変更なし

案３ ：令和 ９年度に ３８９円の増額となり、以降変更なし
●下水 案１ ：令和 ９年度に ２６１円の増額、令和１２年度に累計で５３６円の増額となり、以降変更なし

案２,３：令和 ９年度に ５３６円の増額となり、以降変更なし

0 0 0 
389 389 389 389 389 389 389 389 389 389 389 389 389 
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5,435 
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0
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現行 案１ 案２ 案３ 案１ 案２ 案３ 案１ 案２ 案３ 案１ 案２ 案３ 案１ 案２ 案３

令和８年度 令和９年度 令和10年度 令和11年度 令和12年度 令和13年度～

（税込み：円） 水道・下水道合算の使用料改定（月あたり２０㎥使用時）※水道・下水ともに２０％の改定

上水簡水 現行料金
上水簡水 増額料金
下水 現行使用料
下水 増額使用料
合計

R8

水道：改定無し

R8

下水道：改定無し

R11～

水道：改定無し

R10～11

下水道：改定無し

R13～

下水道：改定無し

R9下水道改定

案１：基本のみ20%

案２：基本従量20%

案３：同上

R12下水道改定

案１：従量のみ20%

案２：改定無し

案３：同上

※水道料金には20㎜    使用料金含む

R9水道改定

案１：改定無し

案２：同上

案３：基本従量20%

R10水道改定

案１：基本従量20%

案２：同上

案３：改定無し



①-2 水道、下水道の料金改定による増額料金（下水道２５％改定の場合）

５ 各改定案の増額料金
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各案の色の濃い部分が増額料金（税込）
●水道 案１,２：令和１０年度に ３８９円の増額となり、以降変更なし ※水道は前頁と同じ

案３ ：令和 ９年度に ３８９円の増額となり、以降変更なし ※水道は前頁と同じ
●下水 案１ ：令和 ９年度に ３２７円の増額、令和１２年度に累計で６６８円の増額となり、以降変更なし

案２,３：令和 ９年度に ６６８円の増額となり、以降変更なし

0 0 0 
389 389 389 389 389 389 389 389 389 389 389 389 389 

0 
327 
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668 
327 

668 668 
327 

668 668 668 668 668 668 668 668 

4,785 
5,112 

5,453 

5,842 
5,501 

5,842 5,842 
5,501 

5,842 5,842 5,842 5,842 5,842 5,842 5,842 5,842 

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

7,000

現行 案１ 案２ 案３ 案１ 案２ 案３ 案１ 案２ 案３ 案１ 案２ 案３ 案１ 案２ 案３

令和８年度 令和９年度 令和10年度 令和11年度 令和12年度 令和13年度～

（税込み：円） 水道・下水道合算の使用料改定（月あたり２０㎥使用時）※水道２０％、下水２５％の改定

上水簡水 現行料金
上水簡水 増額料金
下水 現行使用料
下水 増額使用料
合計

R8

水道：改定無し

R8

下水道：改定無し

R11～

水道：改定無し

R10～11

下水道：改定無し

R13～

下水道：改定無し

R9下水道改定

案１：基本のみ25%

案２：基本従量25%

案３：同上

R12下水道改定

案１：従量のみ25%

案２：改定無し

案３：同上

※水道料金には20㎜    使用料金含む

R9水道改定

案１：改定無し

案２：同上

案３：基本従量20%

R10水道改定

案１：基本従量20%

案２：同上

案３：改定無し
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① 県内市町との比較

各案に関わらず最終年度の改定において、水道との合計で、下水２０％改定の場合は９２５円(税込)、
２５％改定の場合は１，０５７円(税込)の値上げとなるが、下水２０％・２５％、いずれの改定の場合に
おいても県内で５番目になる見込み。 ※順位は第２回検討委員会資料から変わらず

川北町
白山市

(現行)
野々市市 金沢市 内灘町

白山市

(下水

20%)

白山市

(下水

25%)

能美市 小松市 津幡町

かほく市

(R8.4下

水改定)

七尾市 志賀町 中能登町 加賀市 輪島市 羽咋市 能登町
宝達志水

町
珠洲市 穴水町

水道料金 1,210 2,123 2,189 2,497 2,838 2,512 2,512 2,882 3,530 2,640 3,520 3,435 3,619 3,630 4,323 4,030 4,125 5,490 4,336 5,500 5,236

下水道使用料 1,870 2,662 2,827 2,651 2,455 3,198 3,330 3,080 2,530 3,520 2,904 3,410 3,300 3,300 2,750 3,450 3,465 3,300 4,510 3,520 3,960

合計 3,080 4,785 5,016 5,148 5,293 5,710 5,842 5,962 6,060 6,160 6,424 6,845 6,919 6,930 7,073 7,480 7,590 8,790 8,846 9,020 9,196

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

7,000

8,000

9,000

10,000

（税込：円） 上下水道料金 県内一覧（令和８年４月 各市町ＨＰより）
口径20㎜、１か月20㎥と仮定（メーター使用料含む、消費税込み）

かほく市：下水のみR8.4改定
改定前の下水は2,442円で462円の値上げ

改定
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水道事業ビジョン：全面見直しを１０年に１回、中間見直しを５年に１回。次回は令和９年度に予定
下水道事業経営戦略：全面見直しを１０年に１回、中間見直しを５年に１回。次回は令和１１年度に予定
料金検討委員会：概ね５年毎に実施。次回は令和１２年度に予定

区 分 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16 R17 R18 R19 R20 R21 R22

案１
(３回改定)

<下水>
基本のみ

<水道>
基本･従量

<下水>
従量のみ

案２
(２回改定)

<下水>
基本･従量

<水道>
基本･従量

案３
(１回改定)

<水道
･下水>
基本･従量

水道事業ビジョン
（１５年毎）

△
中間見直

△
中間見直

○ ○
全面改定

△ △
中間見直

下水道事業
経営戦略（１０年毎）

△
中間見直

○
全面改定

△
中間見直

○
全面改定

料金検討委員会
（概ね５年毎）

○
検討

○
検討

○
検討

○
検討

○
検討
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③ 料金改定率・改定時期

＜案１＞ ●デメリット：改定回数が多い（期間内に３回）
●メリット：市民の急激な負担が抑えられる 下水道の改定時期（Ｒ12）が料金検討委員会の開催時期と重なる

＜案２＞
●メリット：水道と下水道が別年度の改定、段階的措置がある ●デメリット：２年連続の改定となる

＜案３＞
●メリット：１回の改定で済み、回収率の早期効果が期待できる ●デメリット：市民にとって急激な負担増となる

＜下水道２０％改定＞

●メリット：市民負担が軽減できる(水道合算で税込925円) ●デメリット：特に無しる

＜下水道２５％改定＞
●メリット：次回改定までの期間を延ばすことが可能 ●デメリット：市民負担の増加となる(水道合算で税込1,057円)

下水道の改定率について

水道・下水道の改定時期について

区　　分 R8 R9 R10 R11 R12 摘要

上水･簡水 現行料金 → 基本･従量料金20％改定 → →

下水 現行料金 基本使用料のみ20･25％改定 → → 従量使用料のみ20･25％改定

上水･簡水 現行料金 → 基本･従量料金20％改定 → →

下水 現行料金 基本･従量使用料20･25％改定 → → →

上水･簡水 現行料金 基本･従量料金20％改定 → → →

下水 現行料金 基本･従量使用料20･25％改定 → → →

案１
期間内に３回改定/当初案
(段階的措置、激変緩和)

案２
期間内に２回改定

(中間案)

案３
期間内に１回のみ改定

(段階的措置なし)



●令和８年
９月 市議会産業建設常任委員会及び、全員協議会にて説明（上下水道料金の改定について）

１２月 条例改正案提出 ※水道、下水道あわせて提出

区分 日時・場所 主な内容

第４回 令和８年５月２９日 「上下水道料金の改定（案）について」※今回

第５回 令和８年７月２４日
・答申案について
「上下水道料金の改定について」

７ 今後の予定

16


